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再
発
見
・
牛
久 

第
十
一
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

木
村
常
陸
介
重し
げ
こ
れ茲

は

　

小
田
原
城
主
北
条
家
征
伐
軍
や

　
　

朝
鮮
出
兵
に
よ
る
渡
鮮
軍
に
加
わ
る

　

天
正
18
年（
１
５
９
０
年
）の
正
月
に
始

ま
っ
た
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
城
北
条
家

征
伐
に
よ
っ
て
天
下
平
定
が
確
定
し
た
。

　

秀
吉
の
北
条
家（
氏
政
・
氏
直
父
子
）

が
籠
ろ
う
じ
ょ
う

城
す
る
小
田
原
城
攻
め
の
記
録
の

中
に
、
木
村
常
陸
介
重
茲
の
名
が
出
て

い
る
。
秀
吉
の
軍
勢
は
、
陸
路
海
路
総

勢
21
万
余
、
こ
の
大
軍
が
小
田
原
城
を

十と

え

は

た

え

重
二
十
重
に
囲
ん
だ
。
北
条
家
で
は
、

本
拠
小
田
原
城
防
備
の
た
め
に
箱
根
の

山
中
に
10
カ
所
、
出
城
を
築
い
て
お
い

た
。
そ
の
主
城
山
中
城（
現
静
岡
県
三
島

市
）を
、
右
翼
を
堀
秀
政
率
い
る
２
万
の

兵
、
中
央
を
羽
柴
秀
次
以
下
２
万
の
兵
、

左
翼
を
総
大
将
徳
川
家
康
摩き

か下
３
万
の

兵
、
こ
れ
ら
総
勢
７
万
の
大
軍
が
猛
攻

し
て
、
こ
れ
を
数
時
間
で
陥
れ
た
。

　

山
中
城
落
城
後
に
、
浅
野
長
政
や
、

徳
川
家
康
の
家
臣
ら
と
と
も
に
常
陸
介

重
茲
は
、
別
動
隊
を
編
成
し
て
北
条
家

支
城
の
江
戸
城（
東
京
都
千
代
田
区
）、
土

気
城（
千
葉
市
）、
東
金
城（
東
金
市
）、
江

戸
崎
城（
現
稲
敷
市
）な
ど
を
攻
略
し
た
。

　

城
主
岡
見
家（
尾
上
）
の
牛
久
城
も
北

条
家
の
五
十
余
の
支
城
の
一
つ
で
、
小

田
原
城
が
落
城
す
る
と
秀
吉
の
馬
廻
役

山
田
太
左
衛
門
が
奉
行
と
な
っ
て
接
収

に
き
た
。

　

翌
天
正
19
年（
１
５
９
１
年
）、
秀
次

は
秀
吉
の
養
子
と
な
り
関
白
職
を
譲
ら

れ
、
秀
吉
自
身
は
太た
い
こ
う閤

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
翌
文
禄
元
年（
１
５
９
２
年
）正

月
、
秀
吉
は
、
後
陽
成
天
皇
に
奏そ
う
せ
い請

し
て
、

勅
命
を
奉
じ
、
朝
鮮
出
兵
の
軍
令
を
全

国
の
諸
大
名
に
下
し
た
。
３
月
に
な
る
と

秀
吉
自
身
も
、
総
大
将
と
し
て
、
将
兵

を
従
え
、
京
都
聚じ
ゅ
ら
く
て
い

楽
第
を
発た

ち
、
肥
前

国
の
名
護
屋
城（
現
佐
賀
県
唐
津
市
）に

到
着
し
、
こ
こ
を
大
本
営
と
定
め
た
。
名

護
屋
城
に
は
合
計
30
万
３
５
０
０
名
に

の
ぼ
る
大
軍
団
が
参
集
し
、
在
陣
衆
は

徳
川
家
康
ら
14
名
の
大
名
で
、
渡
海
軍

は
１
番
隊
か
ら
９
番
隊
ま
で
、
９
軍
団
に

編
成
さ
れ
た
。
先
鋒
と
し
て
渡
鮮
し
た
の

は
小
西
行
長
・
加
藤
清
正
の
両
大
名
で

あ
っ
た
。
９
番
隊（
２
万
５
５
０
０
名
）は

織
田
秀
信
・
細
川
忠
興
な
ど
18
大
名
で
、

そ
の
中
に
常
陸
介
重
茲
の
名
も
あ
っ
た
。

関
白
豊
臣
秀
次
が
謀む
ほ
ん反
の
嫌け
ん
ぎ疑
を
か
け
ら
れ
切
腹

　

―

謀
反
を
そ
そ
の
か
し
た
と

　
　
　

断
ぜ
ら
れ
常
陸
介
重
茲
も
切
腹―

　

秀
次
と
秀
吉
は
関
白
と
太
閤
、
甥
と

叔
父
、
養
子
と
義
父
と
い
う
関
係
で
結

ば
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
文
禄
２
年

（
１
５
９
３
年
）８
月
に
、
秀
吉
の
側
室
淀

殿
に
実
子
拾
ひ
ろ
い
ま
る丸（

の
ち
の
秀
頼
）が
誕
生
す

る
と
、
事
情
は
一
変
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

史
実
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
は
、
拾
丸
の

誕
生
後
、
秀
次
へ
の
政
権
移
譲
を
後
悔

す
る
よ
う
に
な
り
、
拾
丸
へ
の
盲
愛
か

ら
尋
常
で
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

秀
吉
は
、
政
務
執
行
機
関
で
あ
る
五

奉
行
の
筆
頭
石
田
三
成
の
諫か
ん
げ
ん言

を
鵜う

の呑

み
に
し
た
。

　

文
禄
４
年（
１
５
９
５
年
）７
月
、
秀
吉

に
秀
次
が
謀む

ほ

ん叛
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
。

秀
次
側
近
の
重
臣（
家
老
格
）
木
村
常
陸

介
重
茲
、
粟
野
秀ひ
で
も
ち用

、
前
野
長
秀
は
奸か
ん
し
ん臣

と
さ
れ
た
上
で
、
秀
次
を
そ
そ
の
か
し
て

謀
叛
を
企
て
さ
せ
た
と
断
じ
ら
れ
た
。

　

同
年
８
月
、
秀
吉
は
後
陽
成
天
皇
に

奏
請
し
て
、
秀
次
の
左
大
臣
・
関
白
の

官
職
を
剥
奪
し
た
。
そ
う
し
て
お
い
て

秀
次
を
伏
見
城
に
召
喚
し
、「
反
逆
は
明

白
で
あ
る
。
高
野
山
で
沙
汰
を
待
て
」と

命
じ
、
数
日
後
に
切
腹
を
命
じ
た
。
秀

次
切
腹
後
、
常
陸
介
重
茲
も
切
腹
を
命

じ
ら
れ
、
摂せ
っ
つ
の
く
に

津
国
の
大
門
寺（
現
大
阪
府

茨
木
市
）で
切
腹
し
た
。

　

同
時
期
、
三
成
に
讒ざ

ん

そ訴
さ
れ
た
細
川

忠
興
が
、
老
臣
松
井
康
之
の
尽
力
と
徳

川
家
康
の
斡
旋
で
難
を
ま
ぬ
が
れ
る
と

い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。

各時代の歴史よりこぼれ話
木
村
常
陸
介
重
茲

―

関
白
に
な
っ
た

　

豊
臣（
羽
柴
）秀
次
付
重
臣（
家
老
格
に
な
る
）―

木村常陸介重茲が切腹した神峯山大門寺（真言宗

仁和寺の末寺）。所在地・大阪府茨木市大字大門寺。

　
　
　
　

 

長
男

　
　
　
　

高
成

　
　
　
　

 

二
男

重
茲　
　

重
成

異説・木村父子

木村常陸介重茲には長男高

成と二男重成の子があり、

高成は大門寺法花堂で切

腹し、重成は幼年のため罪

に問われなかったという。

小
川（
芋
銭
）家
系
譜
④

佐
々
木
‐
木
村
‐
小
川


